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三角貝は，中生代三畳紀の中頃から白亜紀

末にかけて栄えた中生代の代表的な二枚貝で

す。現在，オーストラリア近海に唯一種ネオ

トリゴニアという三角貝が生きのびているそ

うですｂ三畳紀の三角貝は四属程知られてい

ます。そのうちの二属は，日本から産し交す

，フレンゲリエラ（芦北地方の田ノ浦層）と

ミネトリゴニア（山口県美弥層群）がそうで

す。中でもフレンゲリエラは，トリゴニアと

並んで三角貝の系統上大変重要な物です。

ジュラ紀の日本では，前半にポウゴニア，

後半にミオフオレラの仲間（フレンケリエラ

から由来されたと思われる）が箸じるしい発

展を示し，本邦ジュラ系対比上の重畏な示準

化石の一群になっています。本県では芦北，

八代地方の坂本層から５種のミオフオレラが

知られて'/､玄すｂ又白亜紀前半には,Ｐｔｅｍ

ｔｒ土ｇｏｎｉａｈｏｋｋｉｄｏａｎａで代表され
るプテロツリゴニアの仲間が大発展をしました

御所浦はその産地の一つとして有名な所ですも

その中でも，アカンソトリゴニア属は御所浦

産のものと，御船層群産の物とを比較すると

この貝の定行進化の実例がよく判ります。又

これらのプテロトリゴニアの仲間は，ジュラ

紀後半のミオフオレラから進化したと考えら

れています（図を比べてください）。

白亜紀後半には，これらに代って了ピオト

リゴニアやシユタインマネラの仲間（多分，

ポウゴニアの子孫）とへテロトリゴニア属（

トリゴニアから由来したと考えられる）が栄

えました。宇土半島や，天草の高戸，宮野河

内等の姫ノ浦層群からアピオトリゴニアが多

産します。へテロトリゴニアもまれに出を九

三角貝の祖先は，古生代末期から中生代初

期に栄えたミオフオリアの仲間から進化した

と考えられています。先日，私は，マレーシ

ヤの三畳系のミオフオリアを熊大の田村先生

に観せて頂だきました。その中には，表面装

飾が，フレンゲリエラやミネトリゴニア，ニ

ッポニトリゴニア等に非常に似たものがある

のに麓きました。三角員は，唯一種のミオフ

オリアから分れたものではなく，多分いくつ

かのミオフオリアの仲間から平行的に進化し

ていったと思われます。ミオフオリアと三角

貝の違いは，三角貝は殻頂の下に八型の主歯
●●●

がありこの歯に小さなきざみ模様があj，注す
●●●

が’ミオフオリアにはこのきざみが一般にな

い事です。

熊本県で記載された三角貝は現在室で23種

（変種を亜種と考えれば25種）あります。下

に’それらのリスト’生存期間，産出層名，

化石図をあげました。参考になれば幸いで九

熊本県産三角貝について
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【熊本県産三角同の生存期間】
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熊本県産三角貝各属の特徴

蕊
，

≦Z：

Ｅ

Ａ：フランク

Ｂ：エリア

Ｏ：エスカッチョン

Ｄ：殻頂

皿：カリナ

ｒ：メジアンクンＬ－プ

Ｇ：コステ

Ｈ：コステレ

ＦｒｅｎｇＵｅユユｉｅユユａ：殻は丸みのある三

角形，又は半月型，強い太いカリナを持つ，

フランクのコステ及び，エリアとエスカッ

チョンのコステレは比較的密な同心円状に

配列する。フランクのコステは，カリナ上

で枝分かれして細いコステレになりエリヤ

からエスカッチョンにのびる。

Ｍｙｏｐｈｏｒｅユユａ：殻は略三角形，コステ

は殻]X珊近で密な同心円状，フランク中央

部で湾曲した対角線状に変る。コステは普

通いぼ状の突起が無数に並んでる。エリア

のコステレは細く密に同心円状（エリヤは

突つた扇形であるから実際は直線状）に配

列する。カリナは強く突出する。殻頂は普

通後向き。

(Ｈａｉｄａｉａ）：コステは細くきざまれる。

ＮｉＰＰｏｎｉｔｒｉｇｏｎユａ:殻ははまぐり型又

は丸みのある四角形，表面は殻頂部をのぞ

けば滑らかである。殻頂部には，弱い数本

の同心円状のコステが残っている。カリナ

は角ばった睦起で，ブランクとエリアを分

けている。殻頂は前向き。

Ｒｕｔｉｔｒｉｇｏｎｉａ：殻は略四角形か叉はは

室ぐり型，表面は，フランクのI前半部に中

途半端な同心円状のコステを示すのみ，カ

リナはわずかに隆起するが，後半ではほと

んど不明瞭，殻頂は前向き。

Ｐｔｅｒｏｔｒｉｇｏｎユａ：コステは殻頂部で密

に巻いた同心円状，フランク主部ではゆる

く湾曲して対角線状，後方では，略垂直か

叉はやや後方に傾斜して直線状を示す。エ

リア上ではコステレ職カリナに対して直角

な方向に平行して配列するか叉はコステレ

がな'ﾊ。カリナは般頂部で強いが，後方で

急､に弱くなる。殻の形態は，三カ月状，半

月状，叉は翼状，殻頂は藩じるし〈後方を

向く。

（Ｒｉｎｅｔｒｉｇｏｎユａ）：フランク中央部のゴ

ステが途中から急に太くなり前方へ」型に

曲る。

Ａｃａｎｔｎｏｔｒｉｇｏｎ土ａ‘:殻は半月型又は亜

三角形，エリアのコステレは，カリナに対

して斜交する。他の特徴はプロトリゴニア

に同じ。

ＳＣａｂｒＯｔｒｉｇＯｎｉａ:エリアのコステレは

殻頂に向かってメデイアングループを頂に

したＡ型を示す。他に特徴はプテロトリゴ

ニアに同じ。

Ａｐユｏｔｒｉｇｏｎユａ：殻は横長な不等辺三角

型，コステはフランク前半と殻頂部は同心

円状，フランクの中央部で」型に変り後半

部は垂直に配列する。エウアとエスカッチ
ョンのコステレは，カリナに対して斜交す

る。カリナは弱く隆起する。普通小型。

Ｍｉｃｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ：型は略円形，非常に

小型である。フランクでは同心円状のコス

テに放射状のコステが交差し粗い網目状に

なる１エリア，エスカッチョンはカリナに

斜交したコステレを持つ，カリナは大変弱・

いｏ

Ｈｅｔｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ：フランクとエスカッ

チョンの装飾はアピオトリゴニアに似る。

しかし，エリア上に明らかな数本の放射状

コステレがあるｏ

Ｓｔｅｉｎｍａｎｎｅユユａ：型は不等辺四角形又

は，いびつな卵型，カリナは弱い。エリア

エスカッチョンの装飾はない。フランクの

コステ は，数少なく，対角線状にゆるく

湾曲した配置を示す。又，コステは太いい

ぼ状突起を持つ，殻は比較的大型である。
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１．ＦｒｅｎｇｕｅユユユｅユユａｔａｎｏｕｒｅｎＢｉｓＴＡＭＵＲＡ

２．ＭｙｏＰｈｏｒｅユユａ（Ｈａｉｄａｉａ）ｇｒａｃユユｅｎｔａＫＯＢＡＹＡＳＨエ

３．ＭｙｏＰｈｏｒｅユユａ（Ｈａｉｄａｉａ）ＰｕユeｘＴＡＭＵＲＡ

４．Ｍｙｏｐｈｏｒｅユユａ（Ｈａｉｄａｉａ）ｏｈｍａｃｈｉｉＴＡＭＵＲＡ

５．Ｎｉｐｐｏｎｉｔｒｉｇｏｎユａｋｉｋｕｃｈｉａｎａ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
６．ＮｉＰＰｏｎｉｔｒｉｇｏｎｉａｋｉｋｕｃｈｉａｎａｐユユｃａｔａＫＯＢＡＹＡＳＨエａｎｄＮＡＫＡＮＯ

７．ＮｉＰＰｏｎｉｔｒｉｇｏｎｉａｑｕａｄｒａｔａＫＯＢＡＹＡＳＨエａｎｄＮＡＫＡＮＯ

８．ＲｕｔｉｔｒｉｇｏｎｉａＢａｎｃｈｕｅｎ,Big（ＮＡＫＡＮＯ）
９．Ｐｆｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａｈｏｋｋａユｄｏａｎａ(ＹＥＨARA）
10．Ｐｔｅｒｏｔｒｉｇｏｎユａｇａｋａｋｕｒａｉ（YEHARA）

１１．ＰｔｅｒｏｔｒｊＬｇｏｎｉａ（Ｒｉｎｅｔｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒａｉＮＡＫＡＮＯ

１２、Ａｃａｎｔｈｏｔｒｉｇｏｎｉａｏｇａｗａｉ（ＹＥＨＡＲＡ）

１３．Ａｃａｎｔｈｏｔｒｉｇｏｎｉａｄｉユaｐｓａ（YmHARA）

14．ＡｃａｎｕｈｏｔｒｉｇｏｎｉａＰｕＳｔｕﾕoＢａ（ＮＡＧＡＯ）
１５．ＡｃａｎｔｈｏｔｒｉｇｏｎｉａｈｉｇｏｅｎＳｉＳＴＡＭＵＲＡａｎｄＴＡＳＨエＲ0

16．Ａｃａｎｔｈｏｔ.rユｇｏｎﾕａｍａＳｈｉｋｅｎＢｉＳＴＡＭＵＲＡａｎｄＴＡＳＨｉｴＲＯ

１７･Ａｃａｎｔｈｏｔｒｉｇｏｎ土ａ、ユ垂ｕｎｅｎｓユＢＴＡＭＵＲＡａｎｄＴＡＳＨエＲ０

１８．８ｃａｂｒｏｔｒｉｇｏｎｉａｏｂＳｏユｅｔａＮＡＫＡＮＯ

１９ｏＨｅｔｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａｇｒａｎｏＳａＮＡＫＡＮＯ

２0.．Ａｐｉｏｔｒｉｇｏｎｉａｍｉｎｏｒ（ＹＡＢＥａｎｄＮＡＧＡＯ）

２１・ＡｐｉｏｔｒｉｇｏｎｉａｔｕｂｅｒｃｕユａｔａＮＡＫＡＮＯ

２２･ＡｐｉｏｔｒｇｏｎｉａｏｂユｉｑｕｅｃｏＳｔａｔａＮＡＫＡＮＯ

２３．ＡｐｊＬｏｔｒｉｇｏｎｉａｐｏｇｔｏｎｏｄｏＳａＮＡＫＡＮ０

２４．．ＭユｃｒｏｔｒｉｇｏｎｉａａｍａｎｏｉＮＡＫＡＮＯ

２５･ＳｔｅｉｎｍａｎｎｅユJLa（Ｙｅｈａｒｅユユa）ｊａｐｏｎｉｃａｏｂＳｏユｅｔａ－
ＫＯＢＡＹＡＳＨエａｎｄＡＭＡＮＯ
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熊本県産の記載三角貝

三角貝の産出層名一 産出三角貝

田ノ浦層（三畳紀カーニック） 1，

坂本層群（ヅﾆﾗ紀チトニアン） ２， ３， ４９

■
二

八 竜山層（白亜紀ネオコミアン） ６，

日奈久層（白亜紀アプチアン ） ９１

八代層（白亜紀アルピアン） ７，｡ 8， ９９

砥用層（白亜紀セノマニアン） ５９ ９， １２，

御所浦層群（白亜紀セノ÷ニアン） 599,10,11,12,13,14,15,18

御船層群（白亜紀チユロニアン） 1５９ １６， 17,

御獄山層（白亜紀チユロニアン） 1５， １６，

姫ノ浦層群（白亜紀
サントニアンー

メストリシアン
） １９，２０，２１，２２，２３１．２４，２５，
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